
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
皆
様
、
お
待
た
せ
致
し
ま
し

た
、
ち
ょ
う
ど
一
月
ぶ
り
の
宮
司
プ
レ
ス
第
百
四
十
九

号
の
発
行
で
す
。 

発
行
の
遅
れ
に
つ
い
て
の
お
詫

（
わ
）
び
と
弁
明
（
べ
ん
め
い
）
と
で
、
紙
面
が
う
め

つ
く
さ
れ
る
の
が
、
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
、
茶
飯
事
（
さ
は

ん
じ
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
、「
毎
月
欠

か
さ
ず
発
行
」
と
い
う
当
初
の
お
約
束
が
果
た
せ
そ
う

で
、
軌
道
（
き
ど
う
）
の
修
正
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。 

さ
て
、
寒
さ
一
入
（
ひ
と
し
お
）
身
に
し
み
る

折
節
（
お
り
ふ
し
）、
今
年
も
余
す
と
こ
ろ
十
日
と
な

り
、
暮
れ
果
て
て
参
り
ま
し
た
。 

 
 

◇
「
天
恐
地
敬
人
愛
（
て
ん
き
ょ
う
ち
け
い
じ
ん
あ

い
）」、
こ
れ
は
、
作
家
の
宮
城
谷
昌
光
さ
ん
著
作
の

全
五
巻
の
「
風
は
山
河
よ
り
」
と
い
う
本
に
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。 

当
時
最
強
軍
団
の
武
田
信
玄
に
城

を
攻
め
ら
れ
て
も
、
籠
城
（
ろ
う
じ
ょ
う
）
戦
に
耐

え
た
屈
強
（
く
っ
き
ょ
う
）
の
武
将
で
あ
っ
た
徳
川

家
の
家
臣
、
菅
沼
一
族
、
三
代
の
物
語
で
し
た
。 

そ

の
意
味
は
、
天
地
、
大
自
然
を
恐
れ
敬
い
、
そ
し
て
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
和
気
藹
々
（
わ
き
あ
い
あ
い
）

和
（
わ
）
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
尊
さ
を
説
い

て
い
る
わ
け
で
す
。 

神
社
神
道
の
信
仰
の
三
本
柱 

     

は
、「
大
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
す
る
、
そ
し
て
、
前
向
き
に
人
生
を

楽
し
む
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

ま
さ
に
、
神

社
神
道
の
信
仰
の
三
本
柱
は
、「
天
恐
地
敬
人
愛
」
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

◇
さ
て
、
令
和
と
な
り
、
初
め
て
の
迎
春
で
あ
り
ま

す
が
、
先
月
号
の
宮
司
プ
レ
ス
第
百
四
十
八
号
に
も

詳
述
（
し
ょ
う
じ
ゅ
つ
）
し
ま
し
た
が
、
令
和
に
な

っ
て
災
害
が
数
多
く
発
生
し
ま
し
た
。 

ア
メ
リ
カ

の
ユ
ー
ラ
シ
ア
グ
ル
ー
プ
社
長
の
イ
ア
ン
・
ブ
レ
ー

マ
ー
氏
は
、
今
、
世
界
は
、「
未
曾
有
（
み
ぞ
う
）
の

難
局
」
に
直
面
し
て
い
る
と
警
鐘
（
け
い
し
ょ
う
）

さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
つ
に
、
気
候
変
動
の
要

素
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
の
問
題

は
数
十
年
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
異

常
気
象
の
頻
度
（
ひ
ん
ど
）
と
深
刻
さ
が
増
し
た
こ

と
で
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
政
治

課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

◇
紀
元
前
六
世
紀
、
中
国
春
秋
時
代
の
鄭
（
て
い
）

の
国
の
宰
相
（
さ
い
し
ょ
う
）
で
、
中
国
最
初
の
成

文
法
（
せ
い
ぶ
ん
ほ
う
）
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
子
産

（
し
さ
ん
）
は
、「
礼
と
は
、
天
の
経
（
け
い
）、
地

の
義
、
民
の
行
（
こ
う
）
で
あ
る
」
と
説
き
ま
し
た
。 

経
と
は
、
も
と
も
と
織
物
の
た
て
糸
の
こ
と
で
、
こ

の
た
て
糸
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
布
が
で
き
る
わ
け

で
す
。 

し
た
が
っ
て
、
人
生
を
織
る
場
合
、
経
と

は
生
き
方
の
規
範
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
規
範
を
天

に
求
め
よ
と
い
う
こ
と
を
、
み
じ
か
く
、「
天
の
経
」

と
説
い
た
の
で
す
。 

義
も
や
は
り
規
範
を
意
味
し

ま
す
の
で
、「
地
の
義
」
と
は
、
道
徳
倫
理
で
す
。 

民
は
天
に
学
び
、
地
に
な
ら
っ
た
こ
と
を
実
行
し
て

ゆ
く
、
そ
れ
が
、「
民
の
行
」
で
あ
り
ま
す
。 

一
国

の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
は
、
天
と
地
の
規
範
を
民

に
認
識
さ
せ
な
け
れ
ば
、
民
は
実
行
の
し
よ
う
が
な

く
、
あ
る
い
は
、
実
行
し
て
も
不
調
和
が
生
じ
れ
ば

正
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
両
者
の
た
め

に
あ
る
の
が
礼
な
の
で
あ
る
と
諭
（
さ
と
）
し
て
い

ま
す
。 

こ
れ
が
、
政
治
の
理
想
の
姿
で
あ
り
ま
す

か
ら
、「
天
の
経
、
地
の
義
、
民
の
行
」
で
、
前
述
（
ぜ

ん
じ
ゅ
つ
）
の
重
要
な
政
治
課
題
の
克
服
を
願
う
も

の
で
す
。 

「
祭
り
」
に
は
、
神
様
に
心
か
ら
従
う

と
い
う
「
ま
つ
ら
ふ
」
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

「
天
神
地
祇
（
て
ん
し
ん
ち
ぎ
）」、
神

様
に
心
か
ら
従
ふ
、「
天
の
経
」｢

地
の
義｣

の
生
活

が
、「
民
の
行
」、
我
々
と
神
様
と
の
礼
、
神
様
と
我
々

の
し
き
た
り
、「
神
明
（
し
ん
め
い
）
の
序
（
じ
ょ
）」

で
あ
り
、「
天
恐
地
敬
人
愛
」
と
い
う
、
敬
神
生
活
で

す
。 

来
る
年
も
、「
天
の
経
」「
地
の
義
」「
民
の
行
」、

「
天
恐
地
敬
人
愛
」
の
暮
ら
し
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 
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令
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十
二
月
二
十
一
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◇
十
二
月
の
祭
典
行
事
会
議
等
活
動
報
告
な
ら
び
に
予
定 

▼
月
次
祭 

＊
十
二
月
一
日
、
十
五
日 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
十
二
月
一
日 

▼
海
士
郷
恵
比
須
神
社
祈
漁
祭
（
き
り
ょ
う
さ
い
） 

 

＊
十
二
月
三
日 

 

▼
大
注
連
縄
（
お
お
し
め
な
わ
）
お
ろ
し 

 
 

＊
十
二
月
八
日 

▼
朝
粥
会 

＊
十
二
月
二
十
一
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
注
連
縄
（
し
め
な
わ
）
お
ろ
し 

 
 

＊
十
二
月
二
十
二
日 

 

▼
正
月
臨
時
巫
女
説
明
会 

＊
十
二
月
二
十
七
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
迎
春
準
備
清
掃
作
業 

 
 

＊
十
二
月
三
十
日 

 

▼
大
祓
式
、
除
夜
祭
（
じ
ょ
や
さ
い
） 

 
 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
十
二
月
三
日 

 
 

◆
維
蘇
志
会
神
恩
感
謝
祭
（
し
ん
お
ん
か
ん
し
ゃ 

さ
い
）、
な
ら
び
に
忘
年
会 

＊
十
二
月
七
日 

◆
奉
賛
会
、
維
蘇
志
会
、
敬
神
婦
人
会
合
同
忘
年 

会 

＊
十
二
月
八
日 

▼
山
口
県
神
社
庁 

 
 

◆
役
員
会 

＊
十
二
月
四
日 

◆
身
分
詮
衡
（
せ
ん
こ
う
）
委
員
会 

＊
十
二
月
四
日 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◆
例
会 

＊
十
二
月
十
一
日 

◆
年
次
総
会 

＊
十
二
月
十
八
日 

◆
定
例
理
事
会 

＊
十
二
月
十
一
日 

◆
奉
納
例
会 

＊
十
二
月
二
十
五
日 

※
彦
島
八
幡
宮
へ
参
拝 

 
 

▼
人
権
擁
護
委
員
関
係 

 
 
 

◆
常
設
相
談
所
の
人
権
相
談 

 

＊
十
二
月
二
日 

 
 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
教
誨
師
（
き
ょ

う
か
い
し
）
活
動 

 
 
 

◆
新
入
時
講
話 

＊
十
二
月
十
八
日 

 
 

▼
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
関
係 

 
 
 

◆
玄
洋
中
学
校
学
校
運
営
協
議
会 

 
 
 
 

＊
十
二
月
二
日 

 
 
 

◆
あ
い
さ
つ
運
動 

＊
十
二
月
十
日 

 
 

▼
下
関
木
鶏
ク
ラ
ブ
十
二
月
例
会 

 

＊
十
二
月
二
日 

 
 
 

※
下
関
木
鶏
ク
ラ
ブ
と
は
、「
月
刊
誌 

致
知
」

の
読
書
感
想
を
参
加
者
が
発
表
し
、
不
肖
、

柴
田
宮
司
が
講
評
す
る
サ
ー
ク
ル 

 
 

▼
会
社
関
係
忘
年
会 

 
 
 

◆
キ
ャ
ボ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン 

＊
十
二
月
五
日 

 
 
 

◆
下
関
三
井
化
学 

＊
十
二
月
十
日 

 
 
 

◆
彦
島
製
錬 

＊
十
二
月
十
二
日 

 
 

▼
講
演
活
動 

 
 
 

◆
山
中
町
自
治
会
ウ
エ
ル
カ
ム
サ
ン
デ
ー
に

て
「
彦
島
の
歴
史
と
文
化
」
と
題
し
て
講
演 

 
 
 
 

＊
十
二
月
一
日 

◇
一
月
の
祭
典
行
事
会
議
等
活
動
報
告
な
ら
び
に
予
定 

 

▼
初
太
鼓 

＊
一
月
一
日
午
前
０
時 

 

▼
歳
旦
祭 

＊
一
月
一
日 

 
 

◆
彦
島
八
幡
宮 

＊
午
前
八
時
半 

 
 

◆
田
の
首
八
幡
宮 

＊
午
前
０
時
半 

 
 

◆
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

＊
午
前
一
時 

 
 

◆
貴
布
禰
神
社 

＊
午
前
六
時
半 

 

▼
元
始
祭 

＊
一
月
三
日 

 

▼
会
社
関
係
新
年
安
全
祈
願
祭
参
拝 

 
 

＊
一
月
四
日
～ 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
歳
旦
祭 

＊
一
月
十
一
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
ど
ん
ど
焼
き 

＊
一
月
十
二
日 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
ど
ん
ど
焼
き 

＊
一
月
十
三
日 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
早
起
会
新
年
会 

＊
一
月
十
二
日 

 
 

◆
維
蘇
志
会
新
年
会 

＊
一
月
十
三
日 

▼
山
口
県
神
社
庁 

 
 

◆
顧
問
参
与
会 

＊
一
月
二
十
二
日 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◆
例
会 

＊
一
月
八
日
、
十
五
日
、
二
十
九
日 

◆
夜
間
例
会 

＊
一
月
二
十
二
日 

◆
定
例
理
事
会 

＊
一
月
八
日 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
活
動 

◆
集
合
教
誨(

男
子
・
女
子)  

＊
一
月
二
十
七
日 

 

▼
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
関
係 

 
 

◆
あ
い
さ
つ
運
動 

＊
一
月
十
日 

 

▼
下
関
木
鶏
ク
ラ
ブ
例
会 

＊
一
月
三
十
日 


